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　発表の背景ですが、実は地球研に 9 月末から 3 ヵ月間インターンに行かせていただいて
おりまして、本当に素晴らしい機会を頂いていることをここで改めて強調しておきたいと
思います。私がメンバーとして参加しているのが、近藤さんがリーダーをされているオー
プンチームサイエンスプロジェクトです。これは、地球研には様々な実践プロジェクトが
あるのですが、それらのハブとなって、地域社会との協同の方法論をつくるというものです。
今回はそれについて、自分自身の観点から少しお話しできればと思っています。哲学研究
をやっているので、知識とはそもそも何ぞや、という関心ですね。
　オープンチームサイエンスというのは、そもそも現実の問題に対する多様な主体がいる
わけですけども、その間の認識のずれをどう乗り越えるかという問題意識で取り組まれて
います。特に環境問題の場合、学問分野の違いだけでなくて、市民、行政、さらにその中
でも様々な関心や理解をもった主体がいますので、その間の協同を考えるわけです。オー
プンチームサイエンスの究極的な理念は、これは私の理解ですが、「知」と「未知」につい
ての見方を変えることだと思っています。この図はポスターでは使っていないのでぜひこ
の場で目に焼き付けていただきたいのですが、左に示しているのが乗り越えるべき見方で
す。そこでは、何が知識とされるか、何が問いとされるか、何が未知なのかということが、
それぞれのディシプリンの中で決まっていって、そこで生産・蓄積された知識が環境問題
にアプライされる、その際に社会とのネゴシエーションがなされるという見方になってい
ます。
　それに対して右に示したのが、オープンチームサイエンスの考え方です。重要な変更点は、
まず科学のディシプリンを社会の多様なアクターと対等な位置に置くということ、それか
ら環境問題をそれぞれの間に存在するものとして捉えるということです。各主体は他の主
体について十分な知識をもっているわけではありませんし、その主体がそれぞれ何をもっ
ているか、何を知識としてもっているかに関しても大抵はよく分かっていないわけです。
その意味で、何が未知かということはまさに多様な主体の間にあるもので、まさにその間
で知をつくり上げて、共に未知に直面する、あるいは不確かさに直面するというその方法
論をつくり上げるのが、オープンチームサイエンスプロジェクトが今取り組んでいること
です。具体的なアプローチや実践については、ポスターでご紹介できればと思っております。
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